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温泉による発癌防止の研究 (1)

温泉地癌死亡率の統計的観察

岡山大学温泉研究f;3Tl(指導大島教授)

岡 田

1.緒 論

最近文明国に於ける死亡統計に於ては死因

の主位が感染性疾患から退行rlFl疾患,即ち臓

や心臓等の血管性疾患,症,糖尿病等えと移

行しつつあり,その対策が重要硯せられて来

たが,かくの如き慢性退行性の疾患の中には

温泉療法の好適応.殊に予防医学的な適応が

多く見出されるのである.1)

著者はかかる意味に於 て,Verjllngendes

BEtd〝若返りの湯JJとして知られている放射

能泉,その他の温泉が果して発癌防止の意味

に於いて作用し得るや否やに開し,冥験的な

研究を開始しているが,その裏付けとなる革

質を得る目的で,先づ鳥取県下に於いて,≡

朝村,その他-,二の温泉地とその隣接町村

とにおける癌による死亡比率を比較検討 し

た.

俊 郎

2.研究資料並に研究方法

町村は第 1図に示す如く,温泉地としては

放射能泉の三朝村及び食塩泉の東郷松崎町と

非温泉村としては三朝付の北東に ある西郷

村,南隣の三徳村並に隔離している杜村であ

る,

死亡数は昭和19年よID昭和.26年迄町村役場

に届けられた死亡診断書にもとづいて,1町

村を単位として検討した.

方法として,死亡場所が各本耕地と同一な

るものを採択した･即ち死亡場所が被調査地

でも任所が他所なるもの,任所が被調査地で

も死亡場所が他所なるものは除外した･但し

他所に在任して死亡し,本籍のみ被調査地に

あるものが遺憾ながらごく少数は含まれてい

る.

第 1図 三 朝 地 院 略 図
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3.成 績

1)第Ⅰ表の如 く,温泉村は対照村に比し,

癌による死亡が少t/｢.殊に三朝村 (3.13,Oof)
と西郷柑(7.02%)並に三朝付と三徳村(7.
95%)との差は推計学的にも有意である.
叉算術平均による標本百分率では,放射能

泉である三朝相が最も癌による死亡が少く,

次は食塩泉の東郷松崎町,次で対 照村 の杜

村,西郷付,三恐付が之に続 く.但し推計学

的には三朝村と東郷松崎町の差は有意ではな

第 1表 三 朝地 苗 死 亡数
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い.

ii')第W,皿表の如 く,癌軍令に達してから

死亡した者の数に差があるか否かを検討はし

たが,41才以上の死亡者の全死亡者に対する

割合には各町村の問に有意の差がない.

第 Ⅰ表 年令別死亡数分類
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第Ⅲ表 年 令別死 亡数

三朝E103

;･'.)第Ⅳ表の如 く,癌 発 生の臓器別分類に

第 Ⅳ 表 臓 器 別 癌 死 亡 数 就いては顕著な

る差は認められ

ない.然し消化

器系,特に胃に

於ては比較的三

朝村が少tl.

4)第†表の如

く,世界最高の

癌死亡率をもつ
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英国の約 1/2以下である我が国全体の痛死亡 系機能低下,Willl-eim9)柳沢10)はカタラーゼ

率21に比しても,又鳥取県全体における癌に 減少,蘇 ll)は内分泌自律神経環境異常を注意

よる死亡者の死Eqにおける百分率314)5) に比 しており,叉其の他,ホルモ-/,ゲイルス等

しても,三朝村のみは特に癌による死亡が少 との関係も蚕要成されてきたが,研究は未だ

ll. 決定的な段階に達しておらない.

第Ⅴ表 日本全国,鳥取県,東伯郡,の癌死亡率
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4.考 操

発癌因子及び作用横棒と痛抑制因子とが問

題になるが,痛発生の原因となる機構に就い

ては,flliscller-Waleh6)及びその門下Bungeln6)

は血液7ルカロージスを起す事,或はWar-

t'uT.q7)は組織呼吸が障害され,解糖作用が先

進する事,Rcmon8)等は基礎新棟代謝,或は

血液塩基平間の障害,KLWetZk18) は細網内皮

-舟凱こ悪性腫痔は温泉療法の禁忌とさ

れているが,中原等121によりバター黄.

其の他による人工発癌実 験 に於 て,肝

臓のカタラーゼ作用が減弱せ る こ とが

認 められ′故山13),宮地14),溝口15),等の

アントラニ-ル酸の如き肝機能促進剤が

発癌を抑制する事実は,温泉内,外用が

肝機能を改善し,条件に依っては,肝臓の

カタラ-ゼ活性値を上昇せしめる他,内

分泌系をも含めて,白樺系統の諸機能を

整調冗湛せしめる等の知見と相侯って,

温泉がその使用法如何によっては発癌防

止の意味に於て作用する可能性を示唆す

ると思われる.

5.結 論

著者は三朝温泉並にその隣接する町村にお

いて,癌による死亡の全死亡に対する割合jSi:

比較検討し,温泉村である三朝村に於ては,

特に癌による死亡が少いことを認めた･

潤筆するにあたり,御指導 と御校閲を賜った恩

師大島教授に満腔の謝意を捧 ぐ･

(本論文の安削 ま昭和28年4月第18回日本猛虎気
候学会総会に於て報告 した･)
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